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せんぐう館全般の概要

　せんぐう館は、第６２回神宮式年遷宮を記念して設立された博物館です。

２０年に一度行われる神宮式年遷宮の祭典、社殿造営・御装束神宝奉製の技術を

展観し、我が国が誇る祈りの心と卓越した技を式年遷宮とともに広く我が国の伝

統・文化を後世に伝える理念のもと活動しています。

　平成 25 年に遷御が行われる第 62 回神宮式年遷宮を記念して、伊勢神宮・

外宮に新しい博物館「せんぐう館」が開館しました。古くからお伊勢参りは外宮

から内宮へ行うのがならわしであり、せんぐう館は今のお伊勢参りの入口となる

役割を果たす博物館です。式年遷宮の意義、社殿造営や御神宝装束の技術を未来

へ継承するため、伊勢神宮・式年遷宮・神道について身近に感じていただける展

示と、様々な講演・講座を企画しています。

　伊勢神宮・外宮にできた「せんぐう館」は、神様に新しい社殿にお遷りを願う

おまつり「式年遷宮」の博物館です。御装束神宝の製作工程や外宮正殿の原寸

模型が展示されています。
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式年遷宮記念　せんぐう館

日事連は創立 50 周年を迎えました
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巻頭のあいさつ

名張市長　亀　井　利　克
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　三重県建築士事務所協会の会員の皆様におかれましては、日々ご活躍のこと心から

お喜び申し上げます。

　貴協会におかれましては、昭和55年に三重県建築設計監理協会として設立いただい

て以来、30年以上の長きにわたり、建築士事務所の健全な発展を図るとともに、建築

設計、工事監理などの業務の進歩改善に取り組まれ、三重県下の建築文化の進展と地

域福祉の増進に大きく貢献されてこられました。

　また、社会の安全安心の確保にかかわるプロとして、建築物の耐震化施策の推進に

取り組まれるなど、会員の皆様のたゆまないご尽力に対し心から敬意を表しますとと

もに、深く感謝を申し上げる次第でございます。

　さて、昨年３月11日に発生した東日本大震災は、東北地方を中心に未曾有の被害を

もたらし、多くの尊い人命が奪われ、１年５か月が経った今もなお、不自由な生活を

余儀なくされている方々が多くおられる状況に、胸を痛めているところです。

　名張市といたしましても市民の皆様の安心・安全の確保のために、防災対策に積極

的に取り組んでおりますが、あらゆる災害からすべての市民の皆様の安全確保や被災

後の対応について、行政で対応できる範囲に限界があることを改めて認識させられた

ところであります。一方で、防災の基本となる自分や家族の命は自分で守るとした「自

助」、地域で助け合う「共助」の取組が推進できるように、市民の皆様の取組と連携

を図りつつ、「公助」として行政の役割を再構築するなど、補完性の原理に基づくま

ちづくり、いわゆる「新しい公」の実践に取り組んでいかなければならないと、意を

新たにしております。

　このたびの大震災により、市民の皆様の防災対策、及び建築物の耐震性能など、安

心・安全への意識が一段と高まっている中で、当市といたしましても引き続き、「木

造住宅耐震補強事業」、並びに「木造住宅の無料耐震診断事業」をすすめてまいります。

また、ユニバーサルデザインの考え方を基本とし、誰もが住みやすく、地域の環境や

景観に調和した快適な住宅整備や住環境の形成を図ってまいりたいと存じます。

　これらの名張市の取組みをより有効なものとし、市民の安全で安心して暮らせるま

ちづくりの実現に向け、貴協会の皆様の一層のご支援・ご協力を賜りますようよろし

くお願い申し上げます。

　最後になりましたが、貴協会のさらなるご発展と会員の皆様のご健勝、ご活躍を祈

念いたしまして、御挨拶とさせていただきます。



就 任 挨 拶

　会員の皆様、平素は当協会事業にご理解、ご協力いただき誠にありがとうございます。

　5月23日に開催されました平成24年通常総会にて、平成24、25年度の会長として再任いただきました田

端でございます。

　当協会の会長職に就かせていただき、早６年の歳月が過ぎていますが、その間皆様の多大なご協力、ご

支援をいただき改めて御礼申し上げます。

　お蔭をもちまして、協会事業の活性化をはじめ受託業務による会員様の業務の創出並びに建築設計業務

保障制度等の立ち上げを行うことが出来、さらには、公益法人制度改革に対応して一般社団法人としての

認可も受け、本年４月１日に移行登記することが出来ました。

　今後も「消費者保護の為の協会活動」を原点に会員の皆様をしっかりサポートするため、会員事務所の

技術の維持、向上及び経営の健全化の為の協会事業運営を進め、建築設計・監理等の業界団体として発展

させて行く所存でありますので宜しくご支援、ご鞭撻の程お願い申し上げます。

　また、平成25年８月９日に三重県（伊勢市）において「第37回建築士事務所協会全国大会（三重大会）」

が開催されることとなっております。

　当協会が主管会として参画できますのは100年に１度の機会でございますので、すべての会員様の御力

を結集し、全国の建築士事務所協会会員の方々を、お迎えしたいと考えておりますので、是非とも会員皆

様のご協力お願いいたします。

　なお、本年度は日事連の副会長職を仰せつかりましたので、単位会、東海北陸ブロック各会の意見を日

事連の事業活動に反映出来る様、また、本部の財政安定化等、及び現在日事連の進めている建築事務所法

の制定に向けた活動を行っていきますので、併せて会員のご理解、ご協力をお願いいたします。

　結びに、会員皆様のご健康、ご多幸を祈念いたしまして、就任の挨拶といたします。

　　　　会長就任挨拶　　　　会長就任挨拶

会　長　田　端　　　隆　　　　　　　　
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就 任 挨 拶

　この度、一般社団法人三重県建築士事務所協会の副会長に就任することとなりました、小久保晃伸です。

どうぞ任期中は粉骨砕身の努力をしてまいりますので、会員の皆様には宜しくご協力頂きますようお願い

致します。

　思い起こせば、当会に入会してから早四半世紀をこえることとなりましたが、以前に理事就任してから

随分と時間も経過し、最近の協会運営で知らないことも多く、馴らし運転での発車をしますことをご容赦

下さい。

　さて、昨今思いますことはこの業界の行く末であります。支部のＯＢとお話しすることがありました

が、皆様お変わりなく元気でお仕事をなさってみえます。しかしながら自分も含めていつまでも仕事を継

続できる訳でもありません。10年もすれば当協会の皆様もかなり引退の時期を迎えることでしょう。技術

継承することも当然ですが建築士を、建築士事務所を取り巻く社会の要請も変化するなかで、当協会に若

い人材が必要と感じます。マニュアルさえ作っておけば継承できるものではありません。就任の挨拶で述

べるようなことではありませんでしたが、その危機意識を持っていないと徐々に危機となってしまうこと

でしょう。皆様のご協力を得て磐石な組織にできますよう、お願いばかりを申し上げましたが、就任の挨

拶とさせて頂きます。

　平成24・25年度副会長に就任させて頂きました伊勢支部の濱出でございます。

　非力ながら田端会長のご助力になればと勤めさせて頂きます。

　会員増強のため、入会を打診させて頂く時に「事務所協会のメリットは何か？」が必ず問われる問題で

あります。私は「数は力なり・・と思っています。私の様な場末の事務所がどの様にわめいたって、行政

には聞く耳を持って頂けません。現在、日事連で進めて頂いている建築士事務所法だって、個人がいくら

提唱しても取り合ってもらえないでしょうが、日本を代表する大手事務所が、日事連のメンバーとして結

束して推進してくだされば、近い将来には実績が見えて来るのではないでしょうか。田端会長が就任され

てから、三重県、各市町への要望を行ってまいりましたが、最低制限価格の見直しが三重県・各市町でも

採用して頂くなど、実績もあがってきていますのはまさに、寄らば大樹の陰じゃないでしょうか？」とお

答えする事にしています。

　今年度、会員増強・指導委員会での調査鑑定業務を推進させて頂く立場ですので、会員皆様のご指導ご

鞭撻を頂き、業務が成就させて頂きますようお願い申し上げます。

副会長就任挨拶副会長就任挨拶

副 会 長　小久保　晃　伸

副会長に再任されて副会長に再任されて

副 会 長　濱　出　　　進
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総 会
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平成24年度　通 常 総 会

　平成24年度通常総会が､５月23
日（水）津都ホテルにて開催されま
した｡
　濱出副会長の開会の辞により総会
は始まり、田端会長の挨拶に続き､
ご来賓で三重県知事代理の県土整備
部住まいまちづくり分野　次長の横
山様より知事からのご祝辞を代読い
ただきました｡また、三重県県会議
員の中川様、三重県建築士会会長の
瀬河様よりもご祝辞を頂きました。
　議事については､松阪支部の芳賀 
議長のもと第１号､第２号議案で23
年度の事業報告ならびに収支決算承
認ならびに監査報告、第３号議案で
任期満了に伴う理事及び監事選任、
第４号､第５号議案で24年度の事業
計画ならびに収支予算が報告され終
了いたしました｡
　総会終了後､同ホテルにて懇親会
が盛大に開催されました｡



特 集
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　平成25年８月９日・10日の第37回全国大会≪三重大会≫に向けて準備を進めているところ
であります。
　実施概要、PR方法等至急決定しなければならない事項（案）について７月25日の理事会にて
決定されました。
　今後、全国大会実行委員会を中心に、各委員会毎に各会員様の分担役割の割り振りをさせて頂
き作業を進めて頂く予定でございます。
　全ての会員の皆様のご支援・ご協力を得て、会員全員で創り上げていく全国大会にしたいと願っ
ています。
　何卒、皆さまのご理解・ご協力の程よろしくお願い致します。
　なお、来る10月５日の全国大会（東京大会）にて、持ち時間はあまりございませんが、三重
大会のPRをする予定で準備を進めています。
　また、お白石持行事（平成25年８月10日（土）に真新しい御正殿の御敷地に奉献します。）
参加人数は限定ですが、全国単位会の皆様等に参加していただけるよう予定しております。

建築士事務所全国大会に向けて建築士事務所全国大会に向けて

大　会　期　日  平成25年８月９日（金）・10日（土）
大 　 会 　 会 　 場  伊勢市　伊勢県営サンアリーナ
大 会 テ ー マ（案）  建築の原点　文化・魂と技の継承
大会スローガン（案）  日本の建築の原点からの発信　建築

の原点に立ち返り、 全ての人のため
の質の高い建築物へと、その文化・魂
と技を繋げよう・拡げよう

キャッチフレーズ（案） おいないな　美し国　三重へ
大 　 会　宣　言  未　定
記 念 講 演 者（案）  安藤　忠雄　氏
特 　 別 　 企 　 画   １日神領民としての白石持行事ご奉献
エクスカーション  世界遺産熊野古道　伊勢路散策
　　　　　　　　　　　ゴルフプラン

全国大会実行委員会

開催時間
10:30
 会場オ－プン
13:00～14:15
 パネルディスカッション
14:30～14:45
 オープニングアトラクション
14:45～16:00
 記念講演
 一般参加者退場
16:25～17:55
 大会式典
 「第37回建築士事務所全国大会三重大会」
18:10～19:40
 記念パーティ

三重大会実施概要（案）実　施　概　要（案）

文中の（案）は三重会での決定事項です。日事連の承認を得ての決定となります。



目 安 箱
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決断するということ
建築設計事務所アトリエ 21

桑名支部　二井　誉史

　世間では、消費税増税法案がとうとう可決され

ました。

　報道を見ていても、果たして英断だったのか早

計だったのかはわかりません。

　ただ、わかることはこの決定に対して賛成する

人も反対する人もいることです。

　原発の再稼働も同じでしょうか？実に難しい選

択肢の中から、再稼働を決断しました。

これも賛否はともかく、決定を先延ばしする事な

く「決断した。」という事を評価したいと思って

います。

　設計・監理業務はこの決断の結果を評価される

仕事だと思います。出来上がったものに対し、良

し悪しの評価は誰にでもできます。良いと信じて

決断し、施主や施工者に提案します。

　なかなか100点満点の提案はできません。妥協

の中で決断する事の方が多いのではないでしょう

か？ 10人いれば10通りの選択肢があると思いま

す。その中で他者の意見を取り入れながらも最高

の決断をしなければなりません。そして、決定を

任された場合、当然その責任は重いものでなけれ

ばならないでしょう。

　設計者の決断とは、その時点では、結果は誰に

もわかりません。それが形になってようやく評価

されたり、批判されたりします。さらにそれが積

み重なって評判になるという事を最近わかり始め

てきました。

　国レベルの話を引き合いに出しました。自分の

取り組む決断とは、そんな話に比べれば、まった

く小さな話でしょう。それでも、小さくてもそこ

に自分の決断を望む声がある限り、真剣に取り組

んでいきたいと考えます。

住まいづくり
中村一級建築士事務所

四日市支部　中村　公一

　建設業界に入って40年以上が過ぎると、色々な

ことが見えてきます。

　設計事務所、ゼネコン等を体験してきた中で、業

界では当たり前としてきたことも、多くの人たちと

の出会いのなかで、物の見方も変わってきます。

　今、住宅づくりを主な業務としている中で、商

業建築、工場建築等と住宅づくりの違いを感じて

います。前者はどちらかというとオーナーのお金

儲けの手段のための建築です。だから、設計する

側も構造、デザインや利便性に重きを置き、設計

者の個性を出すことも許されています。一方の住

宅は個人の家庭づくりに主眼があり、設計する側

はあくまでも、住まいづくりをお手伝いすること

に徹することが大切ではないかと思います。とこ

ろで、住宅は造る人も、それを設計する人も、そ

の目的を曖昧なままに造られているのが現状で

す。私は今から13年ほど前に、住宅職人冨田辰雄

氏に出会って、その目的を教えられました。其の

方は、住まいは「住む人が安心、平和に暮らすこと」

すなわち、住む人の幸福が続くことである、と教

目 安 箱目 安 箱目 安 箱目 安 箱
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えられました。たとえば、皆様が時計を買う場合

は、時計を買う目的は正確な時間をいつも知りた

いからだと思います。

　デザインや色が素敵であっても、時間を正確に

刻まなければ意味がありません。それと同じよう

に目的が曖昧であれば、その物の持つ本来の役割

を発揮できないのではないでしょうか？ところ

で、もうひとつ大切なことがあります。住宅をつ

くるとき、建物の構造、デザイン、利便性ばかり

に囚われて、その建物が人にあたえる影響の大き

さをあまり考えない人が一般の人も専門家といわ

れる人にも多いのではないかと思います。昔から

孟子の言葉に「居は気をうつす」という言葉があ

るように、住まいというものは、そこには住む人

の心を変化させ、一つの性格を形づくる力をもっ

ているとの意味であります。松下電器の松下幸之

助氏もこの言葉を引用して、「お互い人間は、幼

い時から日々の生活習慣を通じて、色々と物事を

学んでいく。あるいは感化を受けていく。その生

活環境の中心が住まいであって、だから住まいと

いうものは人格形成に大きな影響を与えるもので

ある。したがって、私は住まいというものを、単

に雨露がしのげ、心身の置きどころになればよい

と考えるのでなく、されに進んで、人間を練り鍛

える道場、人格の成長をはかる観点からこれを重

視するとともに、細心の注意をもって住まいづく

りを心掛けなければならない」とも結んでいます。

心して住宅を造っていきたいと思います。

建築士定期講習を受けて
有限会社　岡本設計

鈴鹿支部　岡本　稔克

　先日、初めて建築士定期講習を受講しました。

一級建築士を取得して、もう３年が経つと思うと

月日の過ぎるのは早いものです。

　定期講習について、評判の良い話は聞きませんが、

お金を払い、１日を講習に使うのですから、無駄に

しないように、多色ボールペン・蛍光ペン・付箋を

フルに使い、何かを得ようと講習に挑みました。

　建築基準法の改正趣旨から始まり、建築士法、

品確法や省エネ法、最新の建築技術などの講習が

行われ、非常に浅い内容を黙々と聞き、無難に修

了考査を終えました。

　講習の感想としましては、「形骸化した講習」

と言わざる得ないのが現状で、これを３年毎に受

講しなければいけないのかと考えると気が重くな

ります。

　ただ、自分としても、「なぜこの講習を受ける

のか」などを考えずに受講しているのも、「形骸

化になっている原因なのか」とも思います。（こ

の講習について、真剣に話し合ったことは無いの

ですが、皆さんは、どのようにお考えでしょうか。 

また、何かの機会にでも、お聞かせ頂きたいと思

います。）

　この講習の本来の意味は、全国で同レベルの講

習内容になっていると思いますので、共通の意識・

知識が得られる場になり、建築士として一定のレ

ベルが確保できることではないでしょうか。

　だから、現状の浅い内容の講習及び修了考査で

はなく、講習及び修了考査のレベルをあげてみて

は、どうでしょう。

　ただ、修了考査で終わりではなく、「修了考査＋

答え合わせ＋解説」のセットにし、全てを受講し

た人に修了証を交付してみては、どうでしょうか。

　勝手なことを言っていますが、まだまだこれか

らの制度だと思いますので、講習内容を精査し、

質の高い講習になればと思います。
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『もったいない(MOTTAINAI)』の文化
合資会社　重企建築事務所

津支部　山田　裕治

　最近、｢もったいない｣ という言葉を耳にしま

したが、なにか懐かしい思いを感じました。ケ

ニアの前環境副大臣のワンガリ・マータイさん

によって ｢もったいない（MOTTAINAI）｣ が

2005年に提唱され世界共通語となるきっかけとな

り、もったいない運動が展開されたことは有名

な話ですが、｢MOTTAINAI｣ は環境保全などの

キャッチフレーズにもなりました。もったいない

とは、｢そのものの価値が生かされず無駄になる

のが惜しい｣ と広辞苑に定義されていますが、あ

る意識調査で高校生によるアンケートでは ｢損を

したくない｣ ｢無駄なことをしたくない｣ がもっ

たいないことをしたくないとの理由が回答の多く

で、高齢者では、「モノを粗末にしないようにし

たい」という回答が７割を占めたそうです。ここ

で言うモノとは時間・お金・人も含めて単なる物

だけではないと思います。若者の多くは自己の利

益を重点に考えているのに対し高齢者はモノの大

切さを重点に置いているのだと思います。｢もっ

たいない｣ 文化が時代の流れとともに風化されて

いくことが、将来のエネルギーや環境の問題の取

り組みや解決方法に良くない影響を与えそうで残

念です。すなわち、自己中心とか大企業優先社会

の理念を保護させることは文化や環境の破壊につ

ながる要因のひとつと私は考えています。そして、

「消費」や「環境」の関係で自然と人に配慮した

行動が出来る人間社会の形成が最も重要だと思い

ます。今問題になっている脱原発と環境、省エネ

と節電、電気料金等の関係にしても効率とか生産

性ばかりの消費文化と利益重視の自己中心的な構

図の弊害が環境悪化や電気事業の問題に繫がって

いるのではないでしょうか。私は人として、良い

文化を見直し、継承していくこと、それを建築設

計や街づくりにも少しでも反映させていきたいと

考えます。環境問題では環境３R（Reuse=再使

用）、（Recycle=再資源化）（Reduce=消費削減）、

とよく言われますが、それに（Repair=修理）と

Respect=尊敬の念をこめて)の2Ｒが不可欠だそう

でが、｢もったいない｣ の精神が実行されなけれ

ばこれらも元の黙阿弥となってしまいます。

　住宅では最近よくエコ住宅とかスマートハウス

とか言われますが、モノづくりは無駄をなくし

自然環境の恵みを取り込み、環境を壊さないか

ら創めたいものです。そうすれば当然、エコ住

宅、スマートハウスになっていくものです。また

昨今、工事現場にいくといつもダストボックスに

資材ゴミがいっぱいで目に余るものがあります。

（Reduce=消費削減）、は言いかえればゴミ削減で

すので、ゴミの出ない資源の活用と再利用可能な

資材の利用を心がけたいものです。

　最後に ｢もったいない｣ は日本が貧乏な時代の

言葉だと思われるかも知れませんが、その説はい

ろいろあるそうですが仏教の教えでは、物体（もっ

たい）を否定する言葉で物の本来あるべき姿がな

くなるのを惜しみ嘆く気持ちを表す意味だそうで

す。尊いものや価値あるものを大切にしなければ

いけないと改めて思いました。
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マイ古民家カフェ
井村建築設計

志摩支部　井村　　立

　我が家には、築120年に及ぶ「離れ」がある。

今は亡き祖母が晩年を暮らした６畳と３畳二間だ

けの小さな一戸建てで、家族の中心となる親子が

住む母屋に対して、このような老人が住む建物を

ここ志摩地方でも一般に「隠居」と呼んでいる。

我が家の歴史をたどってみると、その時代に大工

をしていた祖先が住んでおり、若かった大工が自

分の住む場所として建てたのがこの隠居らしい。

祖母が暮らす以前には、曾祖父が暮らしたり、子

どものころ姉が居候したりと、記憶に加えて伝え

聞いた隠居の住民は10人を下らない。祖母が亡く

なって隠居はついに住む者を失い、それから数年

間はただのさみしい物置小屋となってしまった。

中に入ってゆっくり見まわしてみると、剥げ落ち

た壁、一部めくれた天井板、ぷかぷかと沈む畳が、

古いだけでなく相当朽ちていることを証明してい

た。住む者のあてもないこの小屋を放っておけば

崩れ落ちてしまう。解体して新しく「離れ」を建

てることを考えるべきなのか、そんなことを考え

たり忘れたりしてまた数年間が過ぎた。

　小旅行で京都へ行くたび、コーヒー好きの私を

楽しませてくれるのは、次々とオープンする町家

カフェだった。歴史を感じる伝統日本家屋で、手

入れの行き届いた中庭からそよぐ風を感じて飲む

コーヒーの味は格別である。そんな至福のひと時、

心から落ち着けるその居心地のよさは何からくる

のだろうと考えた。それは、長い年月にわたって

多くの人々が創造してきた文化があるからではな

いだろうか、それが千利休までさかのぼる話かど

うかは専門家にお任せするとして、受け継がれた

日本の文化が、カフェという異国の文化とコラボ

して、また新しい文化を創っているように思えた。

町家カフェにしよう！と思いついたのもこの頃

だった。外観はそのままで、中をリフォームして

みよう。せっかくこの家のご先祖様が知恵を働か

せ、多くの労苦をかけて作った家を住まないから

といって無くしてしまうのはなんともったいない

ことか、また何も使わずに放っておくのはさらに

もったいないと思った。カフェのような客室とし

て使っていけばいいと思いついてから２年後、今

から７年前ついにリフォームが現実のものとなっ

た。

　天井板を取り払うと、思いもかけず太くて立派

な梁が姿を現した。古民家再生の実例集でよく見

かける、梁がむき出しの部屋には打って付けだっ

た。床の間だった所には、小さな手洗い場付きの

作業台を作り、壁には床の間らしく花を飾れるよ

うにして、柱、梁、建具は塗装し、壁は珪藻土で

塗り変え、同色のダイニングセットを置き、最後

にご先祖様が作ったという時代箪笥を正面に配置

して、マイ古民家カフェが完成した。

　気の置けない友人たちがときどきマイカフェを

訪ねて来ては、茶飲み話に花を咲かせている。古

くて新しいこの部屋が実に居心地がよいと言う。

独立した小屋であることも客人にとっては気軽に

入れる一因だろうと思う。天井板は惜しげもなく

取り払ってしまったが、歴代の住人であったご先

祖様たちも喜んでくれているのではないだろう

か。我が家にはほかにも古い家屋があり、今度は

耐震補強も考慮したリフォームをして、安心して

遠くの友人を招き入れたいと次の楽しみを膨らま

せている。
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松　阪　支　部

　平成24年６月20日、毎年恒例の研修会が開催され今年は松阪支部が中心となり松阪建築協会、地

元の団体が参加し約40名ほどの出席となりました。

　講師には三重県松阪建設事務所建築開発室並び松阪

市建設部建築開発課の皆様が講師として御列席賜り勉

強会が開催され、内容につきましては、都市計画の変

更、法第42条２項道路の後退部分にかかる要項など約

１時間30分ほどの研修会が無事終了致しました。

　年一回では有りますが、このような意義のある研

修会を今後も末永く続けていきたいと思っています。

● 

支
部
ひ
ろ
ば 

●

伊　勢　支　部

　・会 員 数　　　29名　（平成24年4月　1日現在）
　・支 部 長　　　計画工房ルルム　　　　　　　　　濱出　　進
　・副支部長　　　（有）大橋治郎建築設計事務所　　 橋本　博文
　・副支部長　　　（有）南勢建築設計　　　　　　　 伊東　俊一
　・他 役 員　　　６名
　・事 務 局　　　〒519-0413　度会郡玉城町妙法寺565-7
　　　　　　　　　北出建築設計事務所内　　北出　庄市
●平成24年度
　　　　　　　　　支部総会　　４月13日（金）　ＰＭ 1：30 ～
　　　　　　　　　三重県建設業協会伊勢支部にて　　事業報告・収支決算報告等
●平成24年度
　　　　　委員会事業計画
　　　　　・例会委員会　　委員長　太田　嗣夫　（通常例会開催　等）
　　　　　・研修委員会　　委員長　高橋　　衛　（研修会開催　　等）
　　　　　・企画委員会　　委員長　佐藤　　薫　（本部キャンペーン協力等）
　　　　　・厚生委員会　　委員長　吉川　松喜　（視察・研修旅行　等）

　一般社団法人三重県建築士事務所協会は、来年平成25年に30周年に当たるが、では伊勢支部は何
時発足したのかを調べてみた。私の手元にある伊勢建築設計監理協会会則には、昭和50年１月15日
発効するとあるからその日が伊勢支部の誕生日かな～と推測する。
　しかし、発足当時からの実情をご存知の伊東貫一先生にお聞き致したら、三重県南部建築設計監
理協会として活動が始まったのは、沖縄海洋博覧会の年と記憶するから1975年（昭和50年）を伊勢
支部の発足年度にしたい。
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伊　賀　支　部

●平成23年

　４月18日　　支部総会

　６月６日　　第１回例会・建材説明会

　８月６日　　会員、所員合同親睦会（モク

モク手作りファーム）

　８月８日　　第２回例会・行政懇談会

（伊賀建設事務所、伊賀市、

名張市）

　９月22日　　支部研修会

大阪歴史博物館、新コスモス

電機㈱

　10月11日　　第３回例会・建材説明会

　11月５日　　名張産業フェスタ「とれた

て！名張2011」に参加

建築相談会開催、紙ぶるる製

作

　12月12日　　第４回例会

　２月６日　　第５回例会・建材説明会

● 

支
部
ひ
ろ
ば 

●

　モクモク手作りファームにて夕方集合
　バーベキューハウスにて楽しいひとときを過ご
しました。

　名張産業フェスタは地元の行事としてとても賑
わっていました。



●伊勢支部●

一級建築士事務所
西井設計株式会社

●伊賀支部●

一級建築士事務所
タック設計室

事 務 所 紹 介
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●所在地：〒516-0071

　　　　　伊勢市一之木1－6－8

●ＴＥＬ：0596－28－4904

●ＦＡＸ：0596－28－4905

●代表者：西井　一比古

●設　立：昭和49年11月

　皆様のおかげ様をもって、長年伊勢の地で設計事務所

を営ませていただいております。まずは、これまで多方

面においてお世話になった方々にお礼申し上げます。

　さて、私たちは、建築主の想いに対して、職業人とし

ての質の高い空間を提供し、そこで“ひと”が豊かになる、

“空間想造”というスローガンを以て業務に取り組み、そ

の業務を通じて社会に貢献することを、基本理念として、

仕事をさせていただいております。この基本理念を忘れ

ることなく、今後も活動してまいりますので、よろしく

お願いします。

●所在地：伊賀市上野紺屋町3171

●ＴＥＬ：0595－23－5092

●ＦＡＸ：0595－23－0322

●代表者：滝井　利彰

●設　立：平成５年５月

　故郷に戻って、設計事務所を開いて気付けば20年近い。

あっという間の年月であるが、今は伊賀支部では古参の

一人である。地方の建築家（rural Architect）を目指して、

おかげさまで満足とは行かないまでも、そこそこの建築

に関わることができた。これからはこつこつと「社会奉

仕の様な」仕事ができればと考えている。幸い伊賀上野

は環境に恵まれ

ているので、町

並みの修景保存や文化財の修理に関われれば良いと思って

いる。一方最近は建築の行き着く先は防災・減災かとの考

えに至り、「防災まちづくり」の勉強も始めた。地域に密

着しつつ地域に提案できる力をと欲張ってしまった。もう

しばらくは現役で頑張ろうと思っている。



●桑名支部●

新 幸 一 級
建築士事務所

●志摩支部●

向 井 照 雄
建築事務所

事 務 所 紹 介
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●所在地：〒517-0501　志摩市阿児町鵜方3000-5

●ＴＥＬ：0599－43－3192

●ＦＡＸ：0599－43－3192

●代表者：向井　照雄

●設　立：昭和59年９月

　昭和59年に事務所を開設して28年がたとうとしています。

　事務所廻りの環境も一変して昔の面影は少ししか残っていません。

　この間社会の変化は目まぐるしいものがあり、私自身も多くの方に支えられてここまでやってこ

れたと感謝しています。

　これからも生涯現役として建築主に納得していただける設計を心掛けて日々精進したいと思いま

す。

参考

　写真は重要無形民俗文化

財　磯部の御神田（おみた）

と四阿（しあ）2棟･鳥居

　ここで伊雑宮御田植祭が

行われます

●所在地：〒511-0921　桑名市大字東金井588-21

●ＴＥＬ：0594－21－0383

●ＦＡＸ：0594－21－8859

●代表者：松田　修一

●設　立：平成10年９月16日

　事務所開設15年目を迎えたまだまだ若い事務所です。

　住宅など住環境の設計を中心に取り組んでおります。

　依頼者の立場に立ち、建築主・施工者・設計者がコミュ

ニケーションを取り合い、より良いものを造っていこうと

考えております。

　物を造るという観点からも、人との繋がり、人との携わ

り、人との会話の中に見えてくるものがあると信じており

ます。

　まだまだ若輩者ではありますが、ご指導・ご鞭撻のほど

よろしくお願いいたします。
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視点・論点

　東日本大震災では、各自治体の防災計画の想定を遥かに超える津波が発生し、避難所と

して指定された施設にも津波が押し寄せ、多くの方が亡くなられました。今年３月に東海・

東南海・南海地震が想定される三重県において、東日本大震災の教訓を踏まえ、東海・東

南海・南海地震連動マグニチュード8.7から9.0に想定を大きくした津波浸水予測図が発

表されました。以前の津波浸水予測図に比べ当然広範囲に広がり、最大津波高が１５ｍを

超える地域もあり、わが町はどうなるのか、どこへ避難すればいいのかと不安に思われた

ことでしょう。津波浸水予測図の見直しに伴い各自治体の防災計画の見直しも始まってい

ます。その一つが津波避難ビルです。繰り返し流される東日本大震災の津波の映像に、も

う少し高く頑丈な避難施設があれば、あれほどの人命が失われることが無かったと思われ

た方もいたでしょう。住民の要望を受け、三重県でも沿岸部に津波避難ビルとなる施設の

改修等が進められています。ここで考えなければならないのは、三重県の場合、東日本大

震災とは少し状況が違い、予想震源域から南北に長く、津波到達予測時間が4分の地域か

ら90分以上の地域まであり、それぞれの地域に応じた対策が必要です。例えば到達時間

が4分の地域では発生後直ちに避難開始しなければならないので、多くの避難場所とそこ

に至る複数のルートの確保が必要であり、新たに避難ビルの設置も必要になってくると思

います。一方、伊勢湾内地域は発生から到達までの時間があるので、津波避難ビルに避難

して長時間孤立し救助を待つよりも、徒歩で津波浸水予測地域外の避難所に向かう事が出

来ると思います。それぞれの地域に応じた予算の選択と集中が適切に行われることが望ま

れます。

　津波から身を守るためには、地震発生時に住宅が倒壊しては話になりません。あまりに

も東日本大震災の津波被害の映像が衝撃的で住宅の倒壊・損傷がどっかへ飛んで行ってい

る感があり、大震災以降よく「津波が来たら住宅が流されるので補強してもしかたがない」

という声を聴きます。でも「命がなければ避難も出来ません」まず、第一に住宅の耐震化

を促進することで避難が可能となるでしょう。三重県における目標の耐震化率（平成27

年度末　90％）を早期に達成できるよう予算措置が行われることが望まれます。

（鈴鹿支部　櫻井　哲男）
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編集のあとがき
　本年度４月より、本会も法人法改正により、一般社団法人として
スタートいたしました｡
　そうしたなか、広報渉外委員会として、できる限り広く一般の人達
に我々が日ごろよりおこなっている建築主の利益の保護となる適正な
業務等を理解していただくためにも、印刷物の刊行及び配布。また､建
築士事務所キャンペーンの開催などにより､広報活動を積極的におこ
なっていきたいと考えておりますのでご支援の方宜しくお願いいたし
ます｡
　最後に、ご多忙のなか原稿を執筆していただいた皆様に感謝申し上
げ、あとがきの言葉とさせていただきます｡

伊賀支部　　稲沢　守次　

桑名支部
四日市支部
鈴鹿支部
津 支 部
松阪支部
伊勢支部
志摩支部
伊賀支部
紀州支部

石塚　　敏
林 満
岡本　稔克
山路　貴裕
鳥羽谷和幸
和田　敏男
箕浦　真司
堀口　茂義
前田　裕也

各支部広報・渉外担当委員

担当常任理事
委 員 長
副 委 員 長
委 員

相原　清安
稲沢　守次
櫻井　哲男
前田　裕也

広報・渉外委員会

建事協　み　え
No.96

平成24年８月　発行

発行人
編 集
発行所

田 端 　 隆 　 　 　 　 　
広 報 ・ 渉 外 委 員 会 　 　 　 　
一般社団法人　三重県建築士事務所協会
〒514-0037　三重県津市東古河町８番17号

システックビル４階
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　ダイレクトメールが全建築士事務所に対して、葉書にて送付されています。

ご確認いただき、ご提出下さい。

今一度、ご確認下さい。今一度、ご確認下さい。今一度、ご確認下さい。
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